
＜鹿島中学校 学校だより＞

スローガン（目的をもち、根気強く笑顔で今この瞬間を努力） ～あいさつは 心の絆 あいさつで 心を磨きます～

車輪梅 【平成30年１１月号③】

《重点目標》 『品格を高め、目標に向かってねばり強く取り組もう』
日々の授業や部活動と並行しての熱い取り組みが続きますが、これらの充実した活動によって、本校の生徒

たちが心身ともに着実に成長していくことを期待します。
さて、１１月に行われた学校行事と新たなチャレンジである表彰の概要を報告します。

【今月のポイント】

不満の虫をたたきだせ！

道はそこから開ける

【人権作文による表彰】
「第３８回全国中学生人権作

文コンテスト」福島県大会入賞
者が、１０月１１日に発表され
ました。
県内多くの応募作品の中か

ら、本校では以下の３人が、奨
励賞を頂戴しました。ちなみに、
奨励賞は、県内では３６名のみ
の受賞です。
３年：髙田 光太郎「残された生命（いのち）」
２年：大沼 未知 「夢を叶えるために」
２年：増田 紗英 「障害者を知ること」

【 日 常 の 備 え 】
１１月２８日（水）、火災を予

想した第２回避難訓練を行います。
緊急校内放送を合図に静かに校内

放送に耳を傾け、冷静に行動し、校庭に避難しま
す。避難訓練はどうしても緊迫感を欠くものにな
りがちですが、毎年ほとんど生徒たちは、真剣な
表情で避難いたしますが、私語が多少見られます。
私たちは、東日本大震災を経験し、「日常の備え

や、避難の仕方、救助活動等が如何に大切か」を
勉強しました。そのような学習の積み重ねが生き
た教訓として生徒達に身についているものと思い
ます。
今回の火災の避難訓練は、それだけにとどまる

ものではありません。災害はいつも私たちの身の
回りで起きています。地震・火災や
水害、海山の遭難、車や自転車の事
故などは日常茶飯事です。
今後も、学校だけでなく、家庭や地

域に生活していても、常に、どのよう
に行動することが、被害を少なくでき
るかを考えてほしいです。

【パソコンによる作品表彰】
第６８回福島県統計グラフコンクール入賞が以下

のとおりです。３年の技術科で学習した内容を活用
し、応募した中から、個人１名が入賞し、さらに奨
励学校賞を県内６校の一校に選ばれました。出展さ
れた皆さんの成果です。

○個 人 菅原詩那 「Brainsの働き」
○奨励学校賞 鹿島中学校

★他、様々なデータを活用した作品に溢れました。

冷え込みが日ごとに増します

【衣装デザインによる表彰】

過日、「FUKUSHIMA SOU2 All Fashion Challenge
2018」、デザインコンクール第１部（中高生部門）に
おいて、本校から以下の５作品が選ばれました。特に、
佐藤美結さんは、南相馬市長賞（右写真）を、但野若
菜さんは、優秀賞に輝きました。

佐藤美結、但野若菜、大沼未知、髙野真歩、大原愛梨
今回、大沼未知さんは、自らの作品を着用しモデルとしても参加いた

しました。


